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Ｘ線発生源

Ｘ線検出パネル

電源、画像伝送装置収納部

＜ 別 紙２＞

Ｘ線による電線劣化検出システムの概要Ｘ線による電線劣化検出システムの概要

【【画像処理を利用した電線劣化検出システムの概要画像処理を利用した電線劣化検出システムの概要】】

寸法

・縦104cm×横26cm×高さ114cm

重量

・55kg

＜Ｘ線透過量（イメージ）＞

Ｘ線透過量の分布は、健全な電線では起伏は大きく、腐食した電線では起伏は小さくなる

【【架空送電線のＸ線画像の撮影方法架空送電線のＸ線画像の撮影方法】】

健全な電線

Ｘ線の向き

架空送電線

アルミ線

上記の装置を用い、架空送電線にＸ線を照射して、その透過量を測定

架空送電線は、アルミ
線や鋼線を束ねたもの
であり、線の間には隙
間がある

鋼線

◇隙間がある断面
→Ｘ線の透過量は多い

アルミ線の腐食により
腐食生成物が発生し、
隙間が満たされる

腐食生成物

腐食

◇隙間があった断面
→腐食生成物により
Ｘ線の透過量が減少

隙間がある断面

＜画像処理＞（イメージ）

電線のＸ線撮影画像を比較するだけでは、Ｘ線透
過量分布の変化を判別することは出来ないため、
以下のような画像処理を行う

アルミ線

鋼心

アルミ線

健全電線
アルミ線

鋼心

アルミ線

腐食電線

腐食した電線Ｘ線

差分値が大きい（青、紫が多い）

健全な電線の差分値画像 拡大図

差分値が小さい（水色が多い）

腐食した電線の差分値画像

③差分値で、X線透過量の起伏の
変化のみが抽出される。

色凡例：差分値
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①Ｘ線撮影画像を
小さな区域に分割する。

②隣接区域の透過量の
差分値で再画像化する。

＜Ｘ線画像撮影装置＞

健全な電線 腐食した電線

腐食の進行具合が異なる電線の差分値画像とその腐食具合を蓄積。その画像と
評価したい電線の差分値画像を比較することで、腐食の進行具合を判定する

色凡例：差分値
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